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『言葉なき恋歌」 における葛藤1)

岡 由美子

『よい歌』 の完成 後,こ れ とい つて見 るべ き詩作 を お こな って いなか つた

ヴ ェル レーヌは1872年 春,詩 編 「忘れ られた ア リエ ッ ト」 の執筆 によ つて創

作活動 を再開す る。 その後 ひきつづ いて3つ の詩群が執筆 されるが,こ れ らを

あわせて1874年 に 出版 されたのが,今 日わ れわれの手 にす る詩集 『言葉 なき

恋歌』で ある。 マチル ド・モ ーテとの結婚(1870年8月),ア ル チ ュール ・ラ

ンボーの出現(同 年9月)か ら彼 との逃避 行 の破 綻(1873年7月)ま で とい

う,詩 人の生 涯において まさに特 筆すべ き時期に書かれた もので,伝 記的 ・年

譜 的な重要性 か らも研究者 の関心 を もつとも強 くひいて きた作品のひ とつ とい

えよ う。 じじつ,ヴ ェル レーヌが ここ数年 のあいだ,つ ねに激 しい精神 的葛 藤

にさいなまれていた ことは,ラ ンボーがパ リに到着 するや,こ の闊入者 と妻 マ

チル ドをあ ぐって彼が どち らつかずのあ いまいな言動 を くりかえす2),ロ ン ド

ン滞在中 の書簡 の多 くに,同 市 の陽気で滑稽 な情景描写 とマチル ドへ の愛憎表

現 とが交錯 して共 存す る3),さ ら に旅 上 で も友人 の エ ドモ ン ・ルペル チエ に

「目 も くらむばか りに旅 しています」 と解放 感や喜 びを報告 しなが ら4),マ チ

ル ドには 「ぼ くは悪夢 を見て いるの だ」 と書 きお くる5),と い つた経緯 を思 え

ば,と うてい否定 しがたい。 ランボーの存在 は彼 の詩作 を うなが して くれ るも

ので はあ つたが6),反 面,こ の 「純潔 とはいえない友情」7)が マチル ドにたい

す る愛憎 をさ らに増幅 させ ていたのである。 では,詩 人 の精神 的葛藤 は,描 か

れ るべ き主題 として,ま たエク リチュールの原動力 として,テ クス トのなか に

どのよ うに反映 されて いるのか。 そのよ うな問題意識 に立 ちなが ら本稿で は,

主 と して 「忘 れ られ たア リエ ッ ト」 の詩編 を対象 に,「 言葉 な き恋歌』 にお け

る 「葛藤」の意味を考察す る。

具体的な検討に入 るまえに,詩 集の全体的な構成 について簡単に触れてお こ

う。 前述 の よ うに 「言葉 な き恋歌』 は4つ の部分一 「忘 れ られ た ア リエ ッ

ト」 「ベルギー風景」「Birdsinthenight」 「水彩画」一 か ら成 つているが
,

[67]
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この配列は各詩群の制作順序に忠実に したがつたものである。すなわち,1872

年の5月 から6月 にかけてまず 「忘れられたア リエット」が,つ いでランボー

との出奔後,ベ ルギーに滞在 した7月 から8月 に 「ベルギー風景」が,イ ギ リ

ス滞在中の9月 から10月 に 「 」が,そ してイギ リスを発

つ1873年4月 までに 「水彩画」が作成されたのである。 しか しなが ら,各 詩

群のなかでの執筆順序にかんしては諸説あつて,い まだに確定 していない点が

多い.た とえば,本 稿が主な対象とする 「忘れられたア リエット」についても

自筆原稿に詩番号(1～IX)を 書き換えた痕跡が存在する事実から,現 行配列

が執筆順序 とは異なることだけは判 つているものの8),正 確なところは不明 と

いわねばならないのである。こういつた事情を指摘 したうえで,本 稿では 「忘

れられたアリエット」を配列にしたがって読みすすむ方法は採 らず,詩 群を包

括的にとりあつかうことを断つておこう。むろん この選択は,詩 群内の執筆順

序が不明であることを惜 しむあまり,テ クス ト配列の重要性を否定 しようとす

るものではない。それは,む しろ詩群全体の共時的ダイナミズムのなかにこそ

「葛藤」の表現を読みとりたいと願 つたがゆえにほかならない。

Birds in the night

*

ヴェル レー ヌは,イ ギ リス滞 在中 の1873年5月,ル ペル チエに宛 てた書簡

にお いて,『 言 葉 なき恋歌』 の い くつ かの作品 が彼 の く<sesque>>に た いす る愛

情 を示 してい ると述 べて いる9)。<<sesque》 と は 「一つ半」 を意味す るラテ ン

語 であ りlo),ヴ ェル レー ヌが 「あ いまいな状態」を好んで表現 した ということ

を意 味 してい るのだろ う。 じじつ詩人の眼を通 して見 られ た風景 は,し ば しば

ぼんや りしてお り,そ の耳 を通 して聞かれた音 はかすかで弱 々 しい。

Comme des nuées 
Flottent gris les chênes 
Des forêts prochaines 
Parmi les buées. [AO,  VII, 196]

[...] avec un très léger bruit d'aile 
Un air bien vieux, bien faible et bien charmant 
Rôde discret [...] [AO, V, 193]

しか し,こ の 「あい まいな状態」 は,ま さにヴェル レー ヌの 自己矛 盾 と葛 藤の
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激 しさか らくる内面 のあいまいさの反映 と して 「忘れ られ たア リエ ッ ト」全編

をつ うじて あ らわれ るといって もけっ して過言で はない。 たとえば,ア リエ ッ

トD(に お いて,そ れ は激 しい葛藤 による内面の分裂 というかた ちで表われて い

る。第1ス トロフ,も やのかか った川面 に映 った木々の影 は煙の ように死 に,

空 中の木々の茂みのなか にいるキ ジバ トは嘆 き声をあげてい る。 死の匂いを感

じさせ る,こ の不吉な 「青ざめた風景」 は,ヴ ェル レー ヌの魂を映 しだす鏡の

ような ものであ るのだが,つ づ く第2ス トロフで詩 人はその風景 のなかに 自分

自身の姿を見 て しま うのであ る。

Combien, ô voyageur, ce paysage blême 
    Te mira blême toi-même, 

Et que tristes pleuraient dans les hautes feuillées 
    Tes espérances  noyées  ! [AO, IX, 196]

ここで,キ ジバ トの視点 はヴェル レーヌの内面 の視点 にか わるのであ り,冒 頭

の 「枝 のたか みか ら水 中の自分 をみつ めているナイチ ンゲールは,川 に落 ちて

しま つた と思 い こむ。 樫 の頂 きにいなが ら,な お溺 れ るこ とを恐 れ てい るの

だ」11)と い うエ ピグ ラフが示 して い るよ うに,詩 人 自身 の 「希望」 が,水 に

映 った自分 の姿 を見て,溺 れ たと信 じこみ,恐 が つて泣 いて いるので ある。

そ して,こ の風景 との一瞬の同化 による夢想空間 に自分 自身の姿を見 る内面

の倒錯の メカニズムは,ア リエ ッ トⅡのつ ぎの ような一節 に表現 されて いる。

Et mon âme et mon  coeur en délires 
Ne sont plus qu'une espèce d'oeil double 
Où tremblote à travers un jour trouble 
L'ariette, hélas ! de toutes lyres ! [AO, II , 192]

極 度の葛藤か ら詩人 の内部 で魂 と心 が分裂 し,倒 錯 して二重 の眼のよ うな もの

にな つて しま うのだが12),そ こでは 「すべての」 リールが奏 で るア リエ ッ トが

「ぼんや りと した光を通 して」「かすかに震 え」 ているのである。 すべてがぼん

や りとかすかに聞 こえる とは,逆 にいえば,詩 人 が聞 き分 け うる ものは何 もな

い とい うことに等 しい。 そ して こうい つた表現 が倒錯 し衰弱 した感覚 を暗示 し

ている ことはい うまで もない13)。

同 様 の感 覚 は,ア リエ ッ トⅥ で は,砂 漠 さえ 想 起 させ る風 景 «Dans

l'interminable / Ennui de la plaine / La neige incertaine / Luit comme
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du sable. [AO,  Vil, 195] » として象徴的にうたわれてお り,ま たアリエット皿

においては,外 部の風景がやすやすと詩人の内部に忍びこみ,そ の心になみだ

が降るという表現によつて描かれる。

Il pleure dans mon  cœur 
Comme il pleut sur la ville ; [AO, M, 192]

非人称主語の使用によって,落 涙が詩人の感情 とは無関係な現象として提示さ

れていることに注意 しなければな らない。「吐き気をもよお している」詩人の
、

JL、 (ce  coeur qui s'écceure [AO, III, 1921) は,恋 の不安がもた らす倦厭をう

た つ た 「ス プ リー ン」 で 表 現 さ れ て い る 感 覚 の よ う に,す べ て を 「ま っ た く」

<<toutes>>,「 あ ま り に 」<<trop>>[Aq,Spleen,205]と し か 感 じ る こ と が で き

ないのであり,だ からこそ詩人には 「なみだが降 る理由は理解で きない

pleure sans raison [AO,  HE  , 192])_1 のであ る。

(ll

しかしまた,感 覚の麻痺をきた し,愛 も憎 しみも感 じられないにもかかわら

ず,そ れでも忍びこんでくる苦痛の存在だけはぬぐいされない詩人の姿 も認あ

ることができる。

 [...I Sans amour et sans haine 
Mon coeur a tant de peine ! LAO, DI, 192]

Je ne me suis pas consolé, 
Bien que mon coeur s'en soit allé. LAO, VII, 195]

そのわけを明確に言い表わすことができないという事実が,詩 人の苦痛をいつ

そう増幅する。ギイ ・ミショーも指摘 しているように,も はや憂愁は苦悩にま

で深化 しているのである14)。

ところで,『土星びとの歌』収録の詩 「ナイチンゲール」にも,「忘れられた

アリエット」 とまつた く同 じ図式,葛 藤(動 揺 した鳥たちの騒々 しい羽ばたき

のようにあ らゆる思い出がおそいかかる)か ら,静 寂(湿 つた微風の昇天 と同

時に詩人は何も聞こえない)へ,す なわち葛藤から感覚の麻痺への移行が認め

られる。 しか し,こ の詩においては,唯 一詩人が耳にできる声が表現 されてい

る。「不在のひと」を告げる声がそれである。

 1..1 on n'entend plus rien,
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Plus rien que la voix célébrant l'Absente  [...r)

つまり,葛 藤の果てに何 も聞 こえなくなつた詩人が認識できるのは,虚 無の存

在だけなのだ。

虚無 についてさらに言及するならば,1867年 に発表 され,の ちに 「昔と近

ごろ』に収録された作品 「慎重さ」にも,や はり 「暗い夜に身をまかす こと」

が表現されている点を指摘せねばならない。 というのも,ア リェットⅡには,

自筆原稿の段階で,ホ メロスの 「イーリアス』か ら採 られた 「暗い夜に身をま

かせよう」 というエピグラフが付されていた事実が存在す るからである16)。死

が刻印された場所(と ぎれ とぎれに嘆息する微風が死ににや ってくる灰色の枝

の下で詩人は息をつめている)で,幸 福 も愛 も肉体の感覚そのものも次々と失

われてい く 「慎重さ」には,「忘れられたアリエット」 と酷似 した情景描写の

もとに,や はり感覚の麻痺 という同様のテーマが描かれている。 この詩におい

て,す でに感覚が麻痺 してしまつた詩人か ら,つ ぎに失われていくのは 「希望

をもつ こと」にほかならない。

Oublions d'espérer.  [...I  in

そ して,希 望 の忘却 とい う虚無感 は,さ らに夜 の闇,つ ま り第1ス トロフで,

は つきり死 と同一視 されていた夜 の闇 に一体化す ることとして表現 されてい る

のであ る。

Restons silencieux parmi la paix  nocturne  : 18)

ヴェルレーヌの虚無感はかくも死に近似 したものとして表現 されているのであ

る。つまり,感 覚が麻痺 してしまつた詩人が感 じとれるのは虚無だけなのであ

り,い いかえれば虚無だけは残るのだか ら,「愛 も憎 しみもないのに詩人の心

は苦痛に満ち」,「なぐさめられない」のだといえよう。 というのは,こ の虚無

こそが詩人を閉じこめ,死 へと導 こうとするからである。

当初 「暗い夜に身をまかせよう」 というエピグラフが付 されていたアリエッ

トⅡを見てみよう。そこには引き裂かれて感覚の麻痺状態に陥つたヴェルレー

ヌの内面 に押 しよせる,死 に限りなく近い虚無が表現 されているのである。

 O mourir de cette mort seulette
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Que s'en vont, — cher amour qui t'épeures,  — 
Balançant jeunes et vieilles heures ! 
Ô mourir de cette escarpolette ! [AO, H , 192]

もはや過去にも未来にも向かうことな く,永 遠 に揺れつづけるブランコは,ま

さに分裂 し倒錯 した内面の揺れそのものであり,完 全に死 にいたることも,そ

こから抜けだすこともできない宙づりの状態のまま,詩 人は虚無のなかに閉 じ

こめられて しまつているのである。

これに関連 して付言すれば,「忘れられたアリエット」の詩編には 「答えの

ない問いかけ」が しば しばあらわれることを指摘することができる。虚無 と死

のあいだを揺れ動 く状態は,そ のどちらにも完全 には到達 しえないだけに,

いつそう詩人に底知れぬ不安をもたらしている。そ して,こ のような状態に閉

じこめられて しまっていることは,ヴ ェル レーヌにとつて信 じがたい 「追放」

であり 「罠」なのであつて,何 かに問いかけずにはいられなくなるのである。

 [...] Sais-je 
Moi même que nous veut ce piège

D'être présents bien qu'exilés, 
Encore que loin en allés ? LAO, VII, 195]

ジャック=ア ン リ ・ボル ネックの指摘 す るとお り,ヴ ェル レー ヌが問いかけて

い るの は自分 自身の分身であ るといえ よう19)。だ が,そ れ も結局 は分裂 した2

つ の 自己の問いか け合 いにす ぎないのであ り,ヴ ェル レー ヌは独 りきりで答 え

る声 はどこに もあ りはしないのだ。何 もはつきりとは感 じることがで きない詩

人 は,虚 無 のなかで,死 にたいす る漠然 とした恐怖 に とらわれ不安 にな って,

や はり声 にだ して 自らにたずねてみずに はい られないのであ る。

Cette âme qui se lamente 
En cette plainte dormante 
C'est la nôtre, n'est—ce  pas  ? 
La mienne, dis, et la tienne [...] [AO, I , 191]

[...] Quelle est cette langueur 
Qui pénètre mon cœur ? [AO, Ill, 192]
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問 い はつ ねに応答 の可能性 を内包 している。 したが つて問 いかけ自体 が,答 え

の誘発 とい う希望 を もた らす のであ り,そ れによ って一瞬 虚無 は とぎれたか

のよ うに見 える。 しか し,ヴ エル レーヌに対話 はお とず れない。虚無 の恐怖 か

ら発 つせ られた これ らの問 いかけに答 えはな く,た だ死 に限 りな く近 い虚無 が

ふ たたびつづ くだけなのだ。

ヴェル レーヌは ロン ドン滞在 中の1872年9月,エ ミール ・ブ レモ ンに宛 て

た書簡 に,ア リエ ッ トⅡ(当 時 はエ ピグラフを付 し 「ブランコ」 と題 されてい

た)と ともに,の ちに 「ベルギー風景」 に収録 され る 「ブ リュッセル ー 素朴

な壁 画I・ Ⅱ」 「ブ リュッセル ー 木馬」 を書 きそえてい る20)。一 緒 に書 き送

られた理 由はさだかで はないが,「 ブ リュ ッセル ー 木馬」 にも,ア リエ ッ ト

Ⅱと同様 に倒錯 を示 す揺 れ,す なわち虚無 と死 のあいだで宙 づ り状態 にな った

詩人 の内面 の揺 れを認 め ることがで きるの は興 味ぶかい。 この詩 において,倒

錯 した感覚 は,変 則 的な リズムを もつ木馬 の際限ない回転 の眩惑 のなか に迷 い

こんでい る。

Tournez, tournez, bons chevaux de bois, 
Tournez cent tours, tournez mille tours, 
Tournez souvent et tournez toujours [...] 

                           [PB, Bruxelles - Chevaux de bois,  200]

«C'est ravissant comme ça vous soûle [...]

2つ の 詩 に共通 して表現 されて はいる ものの,倒 錯 した揺れ を受 けとめる感覚

はそれぞれ異 なつて いる。つ ま り,ア リエ ッ トⅡにおいて,そ れは死 の恐怖 を

いだか せ る もので あ つたの にた い し,「 木 馬」 で は,詩 人 に一 種 の快 感

[200]》 を与 える もの とし

て とらえ られて い るので あ る。 そ して 「忘 れ られ たア リエ ッ ト」 にかん して

は,詩 人 をいたわる 「ゆ りか ご」 のゆ つくりと反復す る揺 れ(ア リエ ッ トV)

に たい していだいているのが,ま さに,こ の倒錯 した揺 れに心地 よさを認 め る

感覚 なのである。

Qu'est—ce que c'est que ce berceau soudain 
Qui lentement dorlote mon pauvre  être  ? [AO, V, 193]

だが,そ れにしても単に心地よく魅力的なものにとどまることはない。なぜな

ら,詩 人が閉 じこめられている虚無を再認識させ るかのように,「木馬」の
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 «  Tournez, tournez, sans espoir de foin [200] » と い う表 現 同 様,<<[..。]

fin refrain incertain / Qui vas tantôt mourir  [...] [193]>>と い う表現 に

よつて,ア リエ ッ トVに おいて も,や は りこの倒錯 的な揺 れが虚無 と死 のあい

だを往復す る ものにほか な らない ことが示 されているか らである。

さ らにつ け くわ えるな らば,「 ブ リュ ッセル ー 素朴な壁画1」 にお いて も,

葛 藤 による感覚 の麻痺 を示す衰弱 した視覚(す べ ての ものをか き曇 らせる ラン

プの薄明 りの なかで ぼんや りした風景)と,衰 弱 した聴覚(弱 々 しい鳥 の声)

につ づいて,詩 人の 「夢想 にふ け る憂愁 を揺 り動 かす単調 な風」[PB,Bru-

xelles-SimplesFresques,199]が 表 現 されて いる。 そ してヴェル レーヌの

夢想がつね に死 にいたる性質 の もので ある ことを考 えれば21),こ こ で もやは り

死の存在を認めざ るをえな いのであ る。 いわば ヴェル レーヌは虚無 のなか に閉

じこめ られて迫 って くる死を感 じることに恐怖感を いだ くと同時 に,両 者 のあ

いだ で宙づ りにな って揺 れ動 いて い る状態 に強 くひ きつ け られて い るのだ。

「水彩画」 の詩編 に見 られ るつ ぎのよ うな詩句 に,こ の状 態 の象徴 的表現を見

い出す ことがで きよう。

Mais je trouve encore meilleur 
Le baiser de sa bouche en fleur 
Depuis qu'elle est morte à mon  coeur. [Aq, Streets I , 206]

J'ai peur d'un baiser 
Comme d'une abeille. [Aq, A Poor Young Shepherd, 208]

愛の死によつて詩人は恋人の 「くちづけ」を一段とすばらしいものに感 じてお

り,ま た毒針の恐怖(死)と 蜜の甘美さをあわせもつ ミッバチと同様 「くちづ

け」を怖れ,同 時に魅了されている。 これらの詩句に表現されている苦痛と快

感の無意識的な相克にもまた,ヴ ェル レーヌの葛藤の表われを認あることがで

きるのである。

*

以 上,「 忘 れ られ たア リエ ッ ト」 を中心 と して 『言葉 な き恋 歌」 のなか に,

葛 藤 の表現 を追 うこ とに よ って詩 人 の虚 無 を確 認 した。本 稿 冒頭 で触 れた

「<<sesque>>(あ い まいな状態)に た いす るま った き愛情」 とは,結 局詩人 の,
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この虚無 と死 とのあいだの揺れ動 きの表現への言及だととらえることもできよ

う。そしてそれはまた,宙 づりの状態に閉 じこめられていることに恐怖 と魅力

を同時に感 じるというく<sesque>>を内包 しているのである。 さらに,虚 無にた

いする恐怖か ら発つせ られたと解釈できる問いかけは,答 える声なくその後 も

延々と虚無がつづいていくという印象を与えることによつて,詩 人の葛藤に終

わりがおとずれず,虚 無か ら抜け出すことも不可能なのだということを暗示 し

ているのである。
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